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1. 本書は、平成17・18・19年度に実施した発掘調査のうち、国庫補助事業として実施した

町内遺跡確認調査の概要報告書である。

2. 調査は、太子町教育委員会が主体となり、同社会教育課海野浩幸が担当した。

3. 本書の示す標高はT.Pを基準とし、方位は磁北を示す。

4. 本書で用いた経緯度は、世界測地系を基準とした。

5. 本書の執筆・編集は、海野が行った。

6. 遺物実測図の断面は、縄紋土器・弥生土器・土師器は黒抜で、須恵器・磁器・瓦は白抜

で示した。

7. 本報告書に使用した図面・写真は、太子町教育委員会が保管している。
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図1 太子町位置図
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I 平成17年度調査概要

平成17年度では、 16件の調査を実施した。その内訳は、民間の開発事業に伴う試掘確認調

査が10件、公共事業に伴う確認調査が1件、公共事業に伴う立会調査が1件、区画整理事業

に伴う試掘確認調査が2件である。 そのうち、 3箇所の民間開発事業の試掘確認調査と、 1

箇所の区画整理事業の試掘確認調査を国庫補助事業として実施した。

表 1 平成17年度発掘調査一覧

No. 遣跡名 所在地 事業内容 開発面積 調査面積 調査期間 備 考

(rrlう (rriう

1 斑鳩寺遺跡 鮪字斑鵡寺 雨水設備整備 20 20 平成17年5月30日 本書掲載

（第10次調査） 国庫補助事業 ~6月 11日

2 樋ノ上遺跡 馬場字樋ノ 宅地造成 1662 58.8 平成17年6月20日 本書掲載

上 国庫補助事業 ~6月22日

3 臆石田遺跡 饒外前田 店舗建設 2521.78 76.2 平成17年 6月27日 本書掲載

国庫補助事業 ~6月30日

4 山田畑田遺跡 山田字畑 携帯電話基地 12 12 平成17年 8月 3日

局 ~8月 5日

5 斑鳩寺遺跡 饒字斑鳩寺 雨水設備整備 81 81 平成17年 9月 7日

（第11次調査） ~9月22日

6 立岡東遺跡 立岡字小畑 宅地造成 2253 50 平成17年 9月26日

~9月30日

7 太田字山ノ下 太田字山ノ 宅地造成 3296.85 60 平成17年 10月 6日

下 ~10月 11日

8 春日社跡遺跡 馬場字春日 携帯電話基地 78.86 36 平成17年 10月17日

局 ~10月20日

， 太田田中遺跡 太田字五反 宅地造成 4562 50 平成17年 12月12日

田 ~12月 16日

10 鵠遺跡 臆字久治田 下水道 96 96 平成18年 1月 6日 公共事業

~l月31日

11 竹広字前田 竹広字前田 区画整理 6397 132 平成 18年 1月24日 本書掲載

国庫補助事業 ~2月3日

12 簡遺跡 舶字久治田 ~立Lェ、ミ L=700m 50 平成17年 12月28日 公共事業

（県土木） ～平成 18年2月28日

13 東保遺跡 東保字中ノ 宅地造成 1627 32 平成18年 2月 7日

壺 ~2月 10日

14 太田字往田 太田字往田 区画整理 7757 249 平成 18年 2月10日

~22日

15 斑鳩小学校遺跡 饒字斑鳩寺 小学校改築立 13039 107 平成18年 2月28日 公共事業

ム ~3月7日云

16 東保遺跡 東保 町道立会 123 70 平成18年 3月 6日 公共事業

~3月8日

ー
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斑鳩寺遺跡（第10次調査）

1 . 遺跡の所在地

揖保郡太子町鶉字斑鳩寺709番地

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成17年5月30日~6月11日

5 . 調査面積

20m2 図3 調査位置図(1/25,000)

6. 記録作成

遺構平面図(1/20)、土層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/500)

写真記録（カラーネガ35mm・デジタルカメラ撮影）

北緯(34度50分02秒）、東経(134度34分39秒）

7 . 調査に至る経過

斑鳩寺の境内において、雨水設備整備に伴う暗渠埋設工事が計画されたため、遺構の有無

を確認するため調査を実施した。工事の概要は、幅約40cm、深さ約40cmの掘り方で、総延長

約170mに暗渠排水管を埋設するもので、調査は参拝者等への安全上、工事の工程にあわせ

て実施した。調査地の標高は15.50m前後を測る。

図4 トレンチ配置図(1/1,000) 
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続く石畳の西側で仁王門基壇北端から 5.3mの地点と、聖徳殿前面石段の直前及び、聖徳殿

前面の石畳と仁王門から講堂間の石畳との交点の南側の 3箇所で確認された。聖徳殿と講堂

間で検出されたのもの以外は、単独の石であった。また、それぞれ石畳を挟んで対応するト

レンチでは石列の続きは検出されなかった。遺物は、暗灰褐色土・盛土整地層から巴紋丸瓦

片1点と、焼土片・瓦砕片混じり褐色土層から土師器灯明皿片3点が出土した。

9 . まとめ

調査の結果、 3箇所で江戸期と考えられる列石状遺構を検出した。遺構は、石列をなして

いないが、現在の石畳の位置と重なることから、旧参拝通路に伴うものと考えられる。

土層の観察からは、表土下の暗灰褐色土・盛土整地層は土層中にガラス・プラスチック片

等が含まれることから、現代のものであることが判る。その下層で、部分的ではあるが確認

された黄色土層は、境内旧表土であると考えられる。また、地表面下30~40cmのレベルから

確認される焼土片・瓦砕片混じり褐色土層は、天文10年 (1541)の斑鳩寺焼失に起因するも

のと考えられる。今回限られた範囲での調査であったが、斑鳩寺境内の旧状を復原する上で

貴重な資料を得ることができた。なお、検出した遺構は、埋設管の深度を変更する等の保存

処置を講じた。

/1 72 図7 石列1(東から）

図8 石列2(南から）

゜
10cm 

1・2. 土師器、3.丸瓦

図6 出土遺物 図9 石列3(西から）
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樋ノ上遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町馬場字樋ノ上260番他2筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成17年6月20日~6月22日

5. 調査面積

58.8m2 

6. 記録作成

図10 調査位置図(1/25,000)

土層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、試掘坪配置図(1/500)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度50分17秒）、東経(134度34分29秒）

7 . 調査に至る経過

太子町馬場字樋ノ上260番他2筆において分譲宅地造成工事が計画され、追成予定地は周

知の埋蔵文化財包蔵地である樋ノ上遺跡の南東端部に位置し、また、馬場遺跡の北西部に隣

接することから、遺構及び遺物包含層の確認を目的に確認調査を実施した。

調査地は標高16.Sm前後を測り、現況は休耕田である。

も流れ込みと考えられる弥生式土器片が3点出士した

だけであり、今回の調査地点は樋ノ上遺跡の南東縁辺

部にあたると考えられる。 図11 試掘坪配置図(1/2,000)
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鶉石田遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町饒字外前田1321番 1 他 5筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成17年6月27日~6月30日

5. 調査面積

76.2m2 

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、試掘坪配置図(1/300)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度49分53秒）、東経(134度34分54秒）

調査位置図(1/25,000)

7 . 調査に至る経過

太子町饒字外前田1321番1他 5筆において、店舗及び整備工場の建設が計画された。建設

予定地は周知の埋蔵文化財である鮪石田遺跡の包蔵地内であるため、遺構の遺存状況等を確

認するため試掘確認調査を実施した。調査地は標裔15.20m前後を測り、以前木材製材所の敷

地であったが、現況は更地となっている。

器・須恵器の小片が数点出土しただけである。

図15 試掘坪配置図(1/2,000) 
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9. まとめ

調査の結果、今回の調査地点はほぼ全域にわたって近・現代の粘土採掘による撹乱を受け
おり、また、耕作等による遺構面の削平も大規模に行われているこが判明した。鯖石田遺跡
の中心部は、過去の調査結果等から調査地南東部に位置する太子郵便局周辺にあたると考え

られる。

-' ヽ
, ,)  l 

＼ 

＼ 

• I ¥ ¥ ¥ 

7
 

▼̀
’
 こ二 ~ 8 

゜
10cm 

7. 弥生式土器、8.土師器、 9. 須悪器(7・8.No.1坪、9.No.3坪）

図17 出土遺物
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竹広字前田

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町竹広字前田195-1 他38筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成18年1月24日~2月3日

5. 調査面積

132m2 

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/500)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度48分59秒）、東経(134度34分51秒）

7. 調査に至る経過

太子町竹広字前田において、竹広前田農住組合による土地区画整理事業の計画があがり、

同組合から埋蔵文化財の有無について照会があった。当該地は周知の埋蔵文化財の包蔵地で

はないが、事前の分布調査を実施したところ、若干ではあるが弥生式土器・須恵器等の遺物

の散布が認められた。教育委員会では、分布調査の結果を踏まえ、竹広前田農住組合及び、

役場担当課と協議し、遺構・遺物包含層の所在の有無を確認するため、試掘確認調査を実施

することにした。調査地は標高8.6-9.6mを測る畑作地で、西側が約 lmの比高差を持って

低くなっている。

8. 調査の概要

図19 トレンチ配置図(1/2,000)
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4・5トレンチでは、南西方向への地形の落ち込み肩部が検出された。遺物は、 No.4・5ト

レンチの灰褐色土層から弥生式土器片が小量出土した。

9 . まとめ

調査の結果、遺構は確認されなかったが、弥生式土器をわずかではあるが包含する灰褐色

土層の堆積を確認した。近接して集落跡等の遺跡が所在する可能性が高いと考えられる。今

後、周辺部の開発には注意が必要である。

＼
 
-

゜
10cm 

10. No.4坪、11. No.5坪

図21 出土遺物

13 



II 平成18年度調査概要

平成18年度では、 13件の調査を実施した。その内訳は、民間の開発事業に伴う試掘確認調

査が10件、公共事業に伴う本発掘調査が1件、分布調査が2件である。そのうち、 6箇所の

民間開発事業の試掘確認調査を国庫補助事業として実施した。

表2 平成18年度発掘調査一覧

No. 遺跡名 所在地 事業内容 開発面積 調査面積 調査期間 備 考

(m') (rriう

1 玖軌鳥小学校遺跡 饒字斑鳩寺 校舎改築 13039 730 平成18年5月2113 公共事業

~7月 14日

2 松尾遺跡 松尾字大門 個人住宅 1361 84 平成18年7月26日 本書掲載

国庫補助事業 ~7月31日

3 東南選跡 鮪字構ノ内 宅地造成 2365.39 132 平成18年 8月 1日 本書掲載
（第23次調査） 国庫補助事業 ~8月9日 （第23次調査）

4 糸井字村ノ北 糸井字村ノ 宅地造成 1934.99 84 平成18年 8月 8日 本書掲載

北 国庫補助事業 ~8月 11日

5 東保高田遺跡 東保字高田 宅地造成 2100 53 平成18年 8月28日 本書掲載

国庫補助事業 ~9月 1日

6 立岡南遺跡 立岡字山崎 宅地造成 2050.11 32 平成18年 9月21日 本書掲載
（第4次闊査） 国庫補助事業 ~9月26日

7 東南遺跡 簡字構ノ内 宅地造成 1241.80 118 平成18年 10月 17日 本書掲載

（第24次調査） 国庫補助事業 ~10月26日 （第24次調査）

8 東南字羽子田 東南字羽子 店舗建設 2121.9 18 平成18年 10月27日

田 ~11月2日， 栗原遺跡 東南字栗原 宅地造成 1232,31 24 平成18年 11月 2日

~11月8日

10 吉福西造跡周辺 吉副字宮ノ 町道工事に先 平成18年 11月 6日 公共事業

前他 立つ分布調査 ~11月 10日

11 川島遺跡 太田字五反 宅地造成 820.86 68.3 平成18年 11月27日

田 ~11月29日

12 上太田石垣遺跡 上太田字備 近代遺跡分布 平成 18年 12月 4日

周辺 前谷他 調査 ~12月8日

13 田中遺跡 太田字ツン 宅地造成 3656.72 125 平成19年 2月21日

ボリ ~2月27日
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図22 平成18年度調査位置図
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松尾遺跡

1 . 遺跡の所在地

揖保郡太子町松尾字大門60番1・60番5

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成18年7月26日~7月31日

5. 調査面積

84m2 図23 調査位置図(1/25,000)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/300)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度50分57秒）、東経(134度34分56秒）

7. 調査に至る経過

太子町松尾字大門60番 1及び60番5において個人住宅建設の計画があがり、建設予定地は

周知の埋蔵文化財である松尾遺跡の包蔵地内であるため、遺構の有無を確認するため確認調

査を実施した。調査地は、標高16.60m全後を測る水田であるが、現況は休耕田である。

8. 調査の概要

調査は、南北に1.5X20mのトレンチ

2本を設定して実施したところ、各ト

レンチ南端近くで溝状遺構を検出した

ため、調査地の東西端で溝の延長上に

l.5X 5 mのトレンチ各 1本づつを追加

設定した。調査地の土層は、上層から

耕土(20cm)、黄灰色士・床土(4~6cm)で

黄白色土・地山となっており、地山面

は、南側に緩やかに傾斜している。

検出された溝は、西端に設定した 4

トレンチでは耕作に伴う削平によるも

のか検出されなかったが、ほぽ地形の

等高線に添うように南西方向に走って

\~ > 且 l 
3ドIレンチ

日 い0 1トレンチ 2トレンチ

4トレンチ

図24 トレンチ配置図(1/500) 

16 



おり、幅30~70cm、深さ20~30cmを測り、断面形は逆台形を呈する。埋土は淡褐灰色士であ

る。遺物は、 1・2トレンチの溝埋土内から士師器片と、 2トレンチ床土から土師器・須恵

器片が出土した。
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図25 遺構平面図 ・土層断面図

9. まとめ

調査の結果、中世と考えられる溝 1条を検出するに止まった。今回の調査地点は、松尾遺

跡の西側縁辺部にあたると考えられる。

L
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図27 1トレンチ（南から）
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刀
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10cm 

図26 2トレンチ床土出土遺物

図28 2トレンチ（南から） 図29 3トレンチ（南から）
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東南遺跡（第23次調査）

1 . 遺跡の所在地

揖保郡太子町舟翡字構ノ内24番1・25番3

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成18年8月1日~8月9日

5. 調査面積

132m2 

6. 記録作成

図30 調査位置図(1/25,000)

士層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/300)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度49分49秒）、東経(134度34分52秒）

7 . 調査に至る経過

太子町鮪字構ノ内24番 1及び25番3において宅地造成の計画があがり、造成予定地は周知

の埋蔵文化財である東南遺跡の包蔵地内にあたり、平成 2年度に町道建設に伴い実施した第

7次調査地点の西側に隣接する水田であることから、遺構の有無を確認するため確認調査を

実施した。調査地は、標高12.20m全後を測る水田である。

8; 二、の：：に1.5X40mのトレンチ(1トレンチ）1~1 Lここニニニし[
本、東西に1.5X20mのトレンチ(2トレンチ）2本を設．

定：二：し土:01よ、上層から耕土（約20cm)、灰黄色:全;／□尺／ツ＼

レンチ南端部で上層の断ち割りを実施したところ、 図31 トレンチ配置図(1/2,000) 
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明黄褐色細砂質土の下層で暗灰褐色粘質土を確認し、ボーリングステッキによる検索では
1

m以上の厚みを持つことを確認した。

遺物は、 1トレンチ北端で検出された包含層から縄紋土器がポリ袋(23X34cm)に2袋分が

出士した。遺構は各トレンチとも検出されなかった。
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7. 淡褐色紐砂質士

8. 明黄褐色細砂質士

9. 黄褐色土・やや砂質

縄紋土器包含

10. 黄褐色土

11. 暗灰褐色粘質士

w 

1'.00 

12.00 

， 12.00 

2トレンチ

I. 耕土

2. 灰黄色土・床土

3. 灰褐色土

4黄色土・地山

5. 淡黄褐色細砂質士

゜
2m 

図32 土層断面図

9. まとめ

調査の結果、遺構は検出されなかったが、調査地北端部で縄紋の包含層を検出した。また、

調査地の旧地形が、南東方向に傾斜していることも確認された。今回の調査地点は、東南
遺

跡の立地する微高地の南東縁辺部にあたると考えられる。

19 
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糸井字村ノ北

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町糸井字村ノ北94-1 

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成18年8月8日~8月11日

5. 調査面積

30.4m2 

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、トレンチ配置図(1/400)、

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度49分17秒）、東経(134度34分49秒）

7. 調査に至る経過

太子町糸井字村ノ北94-1において集合住宅建設の計画があがり、建設予定地は周知の埋

蔵文化財である立岡笹山遺跡の南に隣接することから、遺跡の広がりを確認するため試掘調

査を実施した。調査地は標高8.70m全後を測る水田であるが、現況は休耕田である。

豊富な湧水が見られた。 図35 トレンチ配置図(1/2,000) 
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図36 土層断面図

9 . まとめ

調査の結果、遺構・遺物は検出されなかった。今回の調査地点は旧河道の一部にあたると

考えられ、立岡笹山遺跡の範囲は及んでいないことが確認された。
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東保高田遺跡

1 . 遺跡の所在地

揖保郡太子町東保字高田84番1・84番1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成18年8月28日~9月1日

5. 調査面積

53m2 

6. 記録作成

土層実測固(1/20)、 トレンチ配置図(1/300)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度50分14秒）、東経(134度34分54秒）

図37 調査位置図(1/25,000)

7. 調査に至る経過

太子町東保字高田84番1及び84番2において宅地造成の計画があがり、造成予定地は周知

の埋蔵文化財である東保高田遺跡の北西部に隣接することから、遺構の有無を確認するため

確認調査を実施した。調査地は、標高14.20m全後を測る水田である。

土・床土(4~6cm)、茶褐色土(10~40cm)、黄褐色土

混じり茶褐色土(10~20cm)ないし茶褐色土混じり黄

褐色土(20~30cm)で黄褐色土・地山となっている。

代の撹乱土坑を検出したが、各トレンチとも遺構は

検出されず、遺物も出土しなかった。
,tv[E 
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図38 トレンチ配置図(1/2,000)
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図39 土層断面図

9. まとめ

調査の結果、遺構 ・遺物は検出されず、今回の調査地点までは東保高田遺跡の範囲が及ん

でいないことが確認された。
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立岡南遺跡（第4次調査）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町立岡字山崎274番3、274番5

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課

4. 調査期間

平成18年9月21日~9月26日

5. 調査面積

32m2 

6 . 記録作成

海野浩幸

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/300)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度49分35秒）、東経(134度34分29秒）

7. 調査に至る経過

立岡字山崎274番3及び274番5において宅地開発の計画があがり、開発予定地は周知の埋

蔵文化財である立岡南遺跡の包蔵地内であるため、遺構の有無を確認するため確認調査
を実

施した。 一帯は平成7年度にカドミウム土壌汚染による土壌改良工事に伴う確認調査が実施

され、柱穴・溝等の遺構が検出されている。調査地は、標高11.lOm前後を測る休耕田である。

8 . 調査の概要

調査、は開発予定地内に3X4mのトレンチを 4ヵ所設

定して実施した。調査地は土壌汚染改良工事に伴う確

認調査の結果から床土下の茶褐色土上面と、黄色土地，ご

山面の 2面の遣構面が存在することが確認されており、こ」

今回の調査でもその点に留意しながら調査を実施した。

調査地の土層は上層から耕土(16cm、土壌汚染改良土

(8~24cm)、黄灰色土(4~6cm)、灰色土(6cm)で暗黄褐色土

ないし淡黄色土の地山となっている。今回の調査地点

では、床土下の茶褐色土層は土壌改良に伴い漉き取ら

れており、検出されなかった。また、地山面は北方へ

緩やかに傾斜している。各トレンチとも遺構は検出さ

れず、遺物も出土しなかった。
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図42 土層断面図

9. まとめ

調査の結果、遺構・遺物とも検出されなかった。また、今回の調査地の西隣で平成16年度

に実施した 3次調査の成果と同じく、地山面は北方の立岡山側へ傾斜していることが確認さ

れた。
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東南遺跡（第24次調査）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町饒字構ノ内23番 l

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課

4. 調査期間

平成18年10月17日~10月26日

5. 調査面積

l18m2 

海野浩幸

6 . 記録作成

土層・遺構実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/250)

写真記録（カラー120mm・6X7版、デジタルカメラ撮影）

北緯(34度49分50秒）、東経(134度34分52秒）

7. 調査に至る経過

太子町触字構ノ内23番 lにおいて宅地造成の計画があがり、造成予定地は周知の埋蔵文化

財である東南遺跡の包蔵地内であるため、遺構を及び遺物包含層の有無を確認するため
確認

調査を実施した。調査地は、平成2年度に町道建設に伴い実施した第7次調壺地点の西側に

隣接する地点で、さらに第23次調壺地点の北隣に位置する標高12.30m全後を測る水田である。

8. 調査の概要

調査は、街路部分に2X40mのトレンチ 1本、北,.. _, 

及び西側の擁壁部分に1.5X 5mのトレンチ 4本を設一

定して実施した。調査地の土層は、上層から耕土（約'1
20cm)、黄色土・床土(8~20cm)、淡灰褐色～灰茶褐 .JU已
色土(8-10cm)、黄褐色土・縄紋包含層(8~24cm)で黄〗 I 
褐色土の地山となっている。 包含層の遺物の包含状旦, . /ZO 
況は、 1 トレンチ西半及び2~4 トレンチの調査地北~ [ 

：：： 

西側に多い傾向が認められた。遺構は、 1トレンチ：： 一ご V

_,-―̀ 
の西半部で土坑を 1基検出した。検出された土坑は、 ：： ： ...... ―- .、~

::: 

長径240cm、短径100cm、深さ30cmを測り、平面形は ：：： ;;: "' 
＝ 

介 11l¥ 

｀ 長楕円形を呈する。埋土は暗茶褐色粘質土の単一土

層である。遺物は、土坑及び各トレンチの包含層か 図44
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ら縄紋土器が合わせてコンテナ4箱分が出土した。
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図48 土層断面図

9 . まとめ

調査の結果、遺物包含層は各トレンチで検出されたが、遺構は 1トレンチで士坑 1基を検

出するに止まった。今回の調査地点は、東南遺跡の南東縁辺部にあたると考えられる。
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図51 出土遺物(3)
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皿 平成19年度調査概要

平成19年度では、 10件の調査を実施した。その内訳は、民間の開発事業に伴う試掘確認調

査が9件、公共事業に伴う試掘確認調査が 1件である。そのうち、 9箇所の民間開発事業の

試掘確認調査を国庫補助事業として実施した。

表3 平成19年度発掘調査一覧

No. 遺跡名 所在地 事業内容 開発面積 調査面積 調査期間 備 考

(niう (niり

1 ) I I島遺跡 太田字落久 宅地造成 1043.96 40 平成19年 5月 7日 本書掲載

保 国庫補助事業 ~5月 9日

2 城山遺跡 饒字城山前 個人住宅 1080 115.4 平成19年 5月26日 本書掲載

国庫補助事業 ~6月 7日

3 沖代遣跡 沖代字苗代 診療所建設 1793.07 60.4 平成19年 7月 4日 本書掲載

町 国庫補助事業 ~7月 6日

4 東南字田屋 東南字田屋 宅地開発 1168.45 16 平成19年 9月 13日 本書掲載

国庫補助事業 ~9月 18日

5 吉福西遺跡他 吉幅字ウチ 都市計画道路 16150 177.84 平成19年 10月29日 公共事業

ナウケ他 整備 (950m) ~12月 7日

6 王子遺跡 王子字前田 個人住宅 483 23 平成 19年 11月 19日 本書掲載

国庫補助事業 ~11月21日

7 即場寺南遺跡 朗字秋貞 店舗建設 3504.13 75 平成19年 11月26日 本吾掲載

他 国庫補助事業 ~11月29日

8 樋ノ上遺跡 馬場字樋ノ 宅地造成 6321.74 121 平成20年 1月 9日 本書掲載

上 国庫補助事業 ~l月 15日， 矢田部遺跡 矢田部字南 宅地造成 3945 41 平成20年 1月21日 本書掲載

角 国庫補助事業 ~l月25日

10 鶴遺跡 東保字裔田 宅地造成 880 110.49 平成20年 2月27日 本書末掲載

国庫補助事業 ~3月 4日
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川島遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町太田字落久保1897番地

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成19年5月7日~5月9日

5. 調査面積

40m2 図53 調査位置図(1/25,000)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/200)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度49分74秒）、東経(134度35分59秒）

7. 調査に至る経過

太子町太田字落久保1897番地において長屋住宅建築の計画があがり、建築予定地は周知の

埋蔵文化財である川島遺跡の北西部に隣接することから、遺構及び遺物包含層の有無を確認

するため確認調査を実施した。調査地は、南流する大津茂川が川島集落の北を酉に迂回して、

また南に向きを変える部分の南東岸に位置し、標高8.60m全後を測る水田である。

8. 調査の概要

遺物は、 1・2トレンチの砂層及び砂礫層上面で、流 図54 トレンチ配置図(1/2,000) 
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れ込みによる弥生式土器・土師器・須恵器片が少量出土しただけである。遺構は、各トレン

チとも検出されなかった。

E
 

w E
 

w 

7.00 7.00 

1トレンチ

一2トレンチ
I. 耕土

2. 明黄色細砂質土

3. 明褐色砂混じり淡灰色粘質土

4. 灰色粘質土

5. 明褐色砂

1. 耕土

2. 明黄褐色細砂質土
3. 明灰色粘質土

4. 明褐色砂混じり淡灰色粘質土
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5. 灰色粘質土

6. 暗灰色粘質土

7. 明黄褐色細砂質粘土

8青灰色細砂質粘土

1. 耕土
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4. 灰色粘質土
5褐色砂混じり青灰色粘質土

゜
lm 

図55 土層断面図

9 . まとめ

調査の結果、今回の調査地点では遺構面を形成する黄色土の地山面は確認されず、遺構は

検出されなかった。遺物も流れ込みと考えられるものが少量出土しただけである。土層の観

察からも今回の調査地点は大津茂川の旧流路内に位置すると考えられ、川島遺跡の範囲は及

んでいないことが確認された。
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城山遺跡

1. 遣跡の所在地

揖保郡太子町触字城山前1002番l

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成19年5月23日~6月5日

5 . 調査面積

115.4m2 
図56 調査位置図(1/25,000)

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/200)

写真記録（デジタルカメラ撮影、カラーリバーサル35mm、カラー120mm・6X7判）

北緯(34度50分29秒）、東経(134度34分33秒）

7. 調査に至る経過

太子町饒字城山前1002番1において個人住宅建築の計画があがり、建築予定地は周知の埋

蔵文化財である城山遺跡の包蔵地内に位置し、建設予定地の北側で実施された町道改良工事

に伴う発掘調査では、古墳時代の住居跡を含む遺構が検出されているため、遺構及び遺物包

含層の広がりを確認するため確認調査を実施した。調査地は標高8.60m全後を測り、現況は

休耕田である。

遺構は、土坑8基、ピット 9基を検出した。検出した 図57 トレンチ配置図(1/2,000) 
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土坑には住居跡の可能性の考えられるものが2基含まれる。遺物は、土坑から士師器・須恵

器、南端で検出された暗褐色土から弥生式士器・士師器・須恵器が出土した。

2トレンチ

北側土塀施工部分に設定したトレンチで、土層は、上層から耕土(20~26cm)、黄色土・床

土(4~6cm)で黄色土 ・地山となっている。遺構は、土坑6基、溝2条、ピット 4基を検出し

た。検出した土坑には住居跡の可能性の考えられるものが 1基含まれる。遺物は、土坑・溝

から土師器・須恵器が出士した。

3トレンチ

東側土塀施工部分に設定したトレンチで、土層は、上層から耕土(24cm)、黄色土・床土(4

~6cm)、褐灰色細砂質土(20cm)、茶褐色土(20~40cm)で黄色土・地山となっている。トレンチ

南部では、 1トレンチと同じく南側に傾斜しており、茶褐色土の下層に暗褐色土が堆積して

いる。遺構は、 トレンチ北端で土坑 1基、溝 1条、ピット 7基を検出した。遺物は、土坑．

溝から土師器・須恵器、褐灰色細砂質土から土師器・須恵器・輸入磁器、南端の暗褐色土か

ら弥生式土器・土師器・須恵器が出土した。

,
1
9
9

＼
+
 

゜
10m 

図58 遺構平面図
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9. まとめ

調査の結果、周辺部での調査成果と同じく古墳時代を中心とした遺構が確認された。限ら

れたトレンチ調査のため遺構の全容を把握できるものはなかったが、検出された土坑の中に

は住居跡と考えられるものが3基含まれた。また、今回の調査ではトレンチ 1の南端及びト

レンチ 3の南半で地山面が南側へ落ち込んでいることが確認された。今回、限られた範囲で

の調査であったが、調査地点は城山遺跡の立地する微高地の南端部に位置するものと考えら

れ、城山遺跡の範囲を把握する上で貴重な資料を得ることができた。

図60 1トレンチ （南から）

, --... 
.J~ ・
ム、

“ ＇ 
図61 2トレンチ （東から）

図62 3トレンチ（北から）
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沖代遺跡

1 . 遺跡の所在地

揖保郡太子町沖代字苗代町158-3番地 他 4筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成19年7月4日~7月6日

5. 調査面積

64m2 

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、トレンチ配置図(1/200)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度48分37秒）、東経(134度34分20秒）

7. 調査に至る経過

図63 調査位置図(1/25,000)

太子町沖代字苗代町158-3番地他4筆において診療所建築の計画があがり、建築予定地

は周知の埋蔵文化財である沖代遺跡の包蔵地内に位置することから、遺構及び遺物包含層の

有無を確認するため確認調査を実施した。調査地周辺は標高6.20m全後を測る水田であるが、

調査地は約90cmの造成が行われ、更地となっている。

8 . 調査の概要

図64 トレンチ配置図(1/2,000)
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図65 土層断面図

9. まとめ

調査の結果、沖代遺跡に関連する遺構・遺物は確認されなかった。今回の調査地は、沖代

遺跡の立地する微高地の東側の縁辺部に位置するものと考えられる。
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東南字田屋

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町東南字田屋99番1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成19年9月13日~9月18日

5. 調査面積

l6m2 

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、トレンチ配置図(1/250)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度49分46秒）、東経(134度35分1秒）

7. 調査に至る経過

図66 調査位置図(1/25,000)

太子町東南字田屋99番 1において宅地開発の計画があがり、開発予定地は周知の埋蔵文

化財の包蔵地外であるが、北西約200mの地点に周知の埋蔵文化財である東南遺跡が所在し、

また南東約200mの地点には同じく矢田部遺跡が所在することから、遺構及び遺物包含層の

有無を確認するため試掘調査を実施した。調査地は、標高11.70m全後を測り、以前は個人住

宅であったが、現況は更地となっている。

図67 トレンチ配置図(1/2,000) 
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図68 土層断面図

9. まとめ

調査の結果、東南、矢田部両遺跡に関連する遺構及び遺物は検出されず、今回の調査地点
までは両遺跡の範囲が及んでいないことが確認された。
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王子遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町王子字前田154番1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課

4. 調査期間

平成19年11月19日~11月21日

5. 調査面積

23m2 

海野浩幸

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/200)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度50分43秒）、東経(134度35分33秒）

7. 調査に至る経過

太子町王子字前田154番 lにおいて個人住宅建設の計画があがり、建設予定地は周知の埋

蔵文化財である王子遺跡の西側に近接することから、遺構及び遺物包含層の有無を確認する

ため試掘調査を実施した。調査地は、標高12.60m全後を測る水田である。

8. 調査の概要

調査は、 l.5X3mの試掘坪を 4箇所設定して実施した。

調査地の土層は、上層から耕土(18cm)、淡褐灰色土・

床土(20cm)、明灰色粘質土(20~60cm)、淡褐色細砂質土

混じり灰色細砂質土～粘質土ないし灰色粘質土混じり明

黄色細砂質土(10cm)で明黄色細砂質土・地山となってい

るが、調査地北東部に設定した 2坪では最下層で暗灰色

細砂質土となっており、ボーリングステッキによる検索

では約80cm下で青灰色気味になることが確認された。

各坪とも、遺構及び遺物包含層は検出されず、遺物の

出土もなかった。
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図71 土層断面図

9. まとめ

調査の結果、今回の調査地点では王子遺跡に関連する遺構・遺物は検出されず、同遺跡の

範囲は及んでいないことが確認された。
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斑鳩寺南遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町鶉字秋貞443番の一部 他11筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成19年11月26日~11月29日

5 . 調査面積

75m2 

6. 記録作成

土層実測図(1/20)、 トレンチ配置図(1/500)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度50分1秒）、東経(134度34分32秒）

7. 調査に至る経過

図72 調査位置図(i/25,000)

太子町熊字秋貞443番の一部他11筆において店舗建設の計画があがり、建設予定地は周知

の埋蔵文化財である斑鳩寺南遺跡の南に隣接することから、遺跡の広がりを確認するため試

掘調査を実施した。調査地の現況は盛土造成され標高14.60m全後を測る畑及び果樹園である

が、以前は水田であった。

8. 調査の概要

調査は、3X5mのトレンチを 5箇所設定して実施した。

調査地の土層は、調査地北西端に設定した 1トレンチ

では上層から表土(34cm)、造成盛土(70cm)、旧耕土(18cm)、

黄色土・床土(4cm)で黄褐色粘質土 ・地山となっていた

が、 2~5トレンチでは、上層から表土(22~26cm)、造

成盛土(64~88cm)、旧耕土(10~16cm)、灰褐色粘質土(32

~44cm)、暗灰色粘質土となっている。暗灰色粘質土は

ボーリングステッキでの検索の結果、 lm以上の厚みが

あることが確認された。各トレンチとも、遺構は検出さ

れなかったが、 4トレンチの暗灰色粘質土から、弥生

式土器及び須恵器の小片が少量出土した。
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図73 トレンチ配置図(1/2,000) 
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9. まとめ

調査の結果、斑鳩寺南遺跡に関連する遺構は検出されず、土層の堆積状況から今回の調査

地点は斑鳩寺南遺跡の立地する微高地から埋没旧河道へ移行する肩部に位置すると考えら

れ、同遺跡の範囲は及んでいないことが確認された。
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樋ノ上遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町馬場字樋ノ上271番11 他13筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成20年1月9日~l月15日

5. 調査面積

12lm2 
図75 調査位置図(1/25,000)

6 . 記録作成

土層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、試掘坪配置図(1/500)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度50分32秒）、東経(134度34分19秒）

7. 調査に至る経過

太子町馬場字樋ノ上271番11他において宅地造成工事が計画され、造成予定地は周知の埋

蔵文化財包蔵地である樋ノ上遺跡の包蔵地内であることから、遺構及び遺物包含層の確認を

目的に確認調査を実施した。

調査地は標裔16.00~16.80m前後を測る水田で、調査地西端の水田は標高16.00mを測り低

くなっている。また、一部は盛土造成が実施されている。

恵器の小片が合わせて 3点出土した。 図76 トレンチ配置図(1/2,000)
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9 . まとめ

調査の結果、遺物も 2トレンチから弥生式土器と須恵器の小片が3点出土しただけであり、

樋ノ上遺跡に関連する遺構は検出されなかった。

今回の調査地点は、樋ノ上遺跡の立地する微高地の北西縁辺部に位置すると考えられる。
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矢田部遺跡

1 . 遺跡の所在地

揖保郡太子町矢田部字南角329番1 他 2筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成20年1月21日~l月25日

5. 調査面積

4lm2 

6 . 記録作成

・=-~-,•. • ..,,, 亭ぞギ~c'「.,,., ""'..,; 
図78 調査位置図(1/25,000)

土層実測図(1/20)、遺物実測凶(1/1)、試掘坪配置図(1/500)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯(34度49分36秒）、東経(134度35分5秒）

7. 調査に至る経過

太子町矢田部字南角329番1他において宅地造成工事が計画され、造成予定地は周知の埋

蔵文化財包蔵地である矢田部遺跡の包蔵地内であることから、遺構及び遺物包含層の確認を

目的に確認調査を実施した。

調査地は標高10.50m前後を測る水田であるが、調査地西側の一部は以前に盛土造成が実施

され露天駐車場として利用されている。

れた。

各試掘坪とも遺構は検出されなかったが、遺物は、

5・6・10坪の褐灰色土から土師器と須恵器の小片が出土

した。
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図79 試掘坪配置図(1/2,000) 
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図80 土層断面図

9. まとめ

調査の結果、遺物も南部に設定した試掘坪から土師器と須恵器の小片が数点出土しただけ

であり、矢田部遺跡に関連する遺構は検出されなかった。今回の調査地点は、矢田部遺跡の

南縁辺部に位置すると考えられる。
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表4 遺物観察表

番号 遺跡名 出土地点 種別 遺物番号 法 最(cm) 焼成 色 詞 胎 土 調 整

器種 ロ径 器嵩 底径

1 斑鳩寺遺跡 仁王門北東 士師器 0501・1・] 良好 外 5YR7/6澄 蜜 外内ナデ

皿 内5YR7/6切

2 II 仁玉門北東 士師器 0501・]・2 良好 外75YR7/4鈍い怜-7.5YR&'3浅い橙 微砂粒少払含む 外内回転ナデ

皿 内75YR&'4浅黄橙

3 II 謂堂東側 軒丸瓦 0501・2・2 良好 外 N6灰 微砂粒少址含む 右回り巴紋

内N6灰

4 樋ノ上遺跡 No.l坪 弥生 0502・1-l 212 ゃ合い 外 5YR516Iリ1赤泥-75YR7/4鈍い橙 砂咋泣少甚含む 外内磨耗著しいが刷毛目が残

壺口縁 内7.5YI迅'4浅黄橙 る

5 
,, 

＂ 弥生 0502 ]・2 250 良好 外 5YR412灰掲-5YR1氾鈍い赤褐 微砂粒含む 外内横ナデ

壺口緑 JAi 5YR4l2 I火褐-5¥'R513鈍い赤掲

6 ＂ No2坪 弥生 0502・2・1 6.8 良好 外 5Y比四鈍しヰ紆-5YR5'1夜灰 2 mm大の小石、 外内ナデ

底部 内 75YR7/2明褐灰 微砂粒多く含む

7 触石田遺跡 No.l坪 弥生 05031-1 17 6 良好 外 5YR616橙 2~3,m大の,J叩、 外櫛描き沈線文

甕口緑 内 5YRS'2灰白 微砂粒を含む 内磨耗著しい

8 II II 土疇 0503-1-2 90 良好 外 75YR7/4鈍い橙 蜜 外内ナデ

小皿 内75YR7/4鈍い橙

， II 陶坪 須恵器 0503-2・1 190 良好 外N3暗灰 微砂粒含む 外カキ目

壺口緑 内N5/l灰 内外面自然釉付着

10 竹広字前田 NQ4坪 弥生 0505 l・l JOO やし‘ 外 75YR7/6橙-10Y"R7/6鼓橙 2 mm人の小石、 外口緑4条の凹線

壺口縁 内 lOYRl'/6凶橙 砂拉を含む

11 II No5坪 弥生 0505・1・2 63 良好 外 lOYR7/3鈍い訊橙 2 mm大の小石、 外ナデ

底部 内7呻 4浅凶橙 砂粒を含む 内ヘラ削り後ナデ

12 松尾遺跡 2トレンチ 須恵器 0602・1・1 120 良好 外 N7灰白 微砂粒含む 外内回転ナデ

床土 碗 内 N8灰

13 東南遺跡(23次 lトレンチ 縄紋 0603・!-l 良好 外 75YR413掲-75YR311黒褐 1-3田a大の小石、 外縦方向の条痕、口縁韻lrJ/i社縄紋

北端包含層 深鉢 内 75YR2/l県 微砂粒を多く含む 内横方向の条痕

14 ＂ ＂ 縄紋 0603・1・2 良好 外 10YR7f.!.鈍い黄橙 2~3血大の小石 外磨耗のため不明

鉢口縁 内 10YR7/l灰白 微砂粒を含む 内磨耗、2条の凹線

15 ＂ 
II 縄紋 0603・1・3 良好 外 75YR4/3褐 2~3,m大の;J'i>・ 外口縁部縄紋

鉢口縁 内75YR'lll黒褐 微砂粒を多く含む 内磨耗のため不明

16 JI II 縄紋 0603・1・4 良好 外 75YR4/3褐 2~4皿次の,JC£;、 外縦方向の条痕、口緑部沈線

鉢口緑 内75YR2'1黒 微砂粒を含む 内磨耗のため不明

17 ！！ II 縄紋 0603・1-5 良好 外 75YR7/4鈍い橙 糾彫粒多く含む 外 縄紋、口緑部沈線

鉢口緑 内7.5YR7/4鈍い橙 内ナデ

18 JJ I/ 縄紋 0603・1-6 やぃ 外 10YR7/3鈍い黄桁 砂粒、微砂粒多く 外内 磨耗のため不明

鉢口縁 内 JOYR6'1捉灰 含む

19 ,, II 縄紋 0603・1・8 ベぶや甘い 外 10YR4脳天 1-3皿人の,J"fi、 外 縦方向の条痕

鉢体部 内 10YR7/2鈍い釘摺 微砂粒多く含む 内 磨耗のため不明

20 II II 縄紋 0603・1-7 や し‘ 外 7.5YR412灰褐 1~ m叫Kの砂粒、 外 紐澗敗

鉢体部 内75YR3/l黒褐 微砂粒多く含む 内 ナデ

21 II II 縄紋 0603・1・9 や い 外 10YR411#1仄 白色糾彫粒多く 外 磨耗著しいが縄紋、刺突文

内 10YR411翌灰 含む 内 磨耗のため不明

22 東南遺跡(24次） 1トレンチ 縄紋 0604-1・1 やぺ屯 い 外 7.5YR&'2灰白-7.5YR/ii3鈍い褐 2-3 mm大の小 外内 磨耗のため不明

鉢叫縁 ～向 6橙 石、微砂粒多く

内 10YR7/l灰白-10YR7/2鈍い黄橙 含む

23 ＂ ＂ 縄紋 0604・1・3 甘い 外 10YR4/l枢灰 2 rn砧 0)小石、 外内 磨耗のため不明

鉢口緑 内 10YR5/l褐灰 砂粒多く含む

24 ＂ ” 縄紋 0604-1・4 甘い 外 2.5YR513鈍い赤褐-10YR513鈍い 細砂粒、石英料I. 外内磨耗のため不明

鉢口緑 杖褐~JOY即 1祝秋 含む

内 10YR311rl!J天-10YR7/3鈍い黄橙
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番号 遺跡名 出土地点 種別 追物番号 法 量(cm) 焼成 色 調 胎 土 調 整

器種 ロ径 症ロロ —商•— 底径

25 東南遺跡(24次） 1トレンチ 縄紋 0604・!・6 廿い 外 75YR413褐 2 mm大の小石、 外内磨耗のため不明

鉢口緑 内75YR514鈍い褐 微砂粒多く含む

26 ＂ 
}/ 縄紋 0604・18 廿い 外 IOY印刃鈍い湖6 2 mn込の小石、 外内磨耗のため不明

鉢口緑 内 10YR7/2鈍い橙 砂粒多く含む

27 ＂ 
II 縄紋 0604-17 や吋い 外 10YR4/l投灰 2 mm人の,jep、 外内磨耗のため不明

鉢叫縁 内 10YR511楔妖 砂粒多く含む

28 II II 縄紋 0604-1・9 廿い 外 75YR412灰褐 (l色細砂粒多く 外磨耗のため不明

鉢口緑 内2.5Y3/l黒褐 含む 内口緑部突帯

29 II II 縄紋 0604-1・5 良好 外 75YR512灰褐-75YR4/.2灰褐 2-4 mm大の小 外磨耗のため不明、口縁悦細咳iI

鉢叫縁 肉 75YR5/l抱炊 石、細砂粒多く 目、2条の沈線

含む 内磨耗のため不明

30 II 

＂ 縄紋 0604・1・2 や,, 外 5):'R7/6橙-7.5)'R7/6橙 砂粒多く含む 外沈線文

鉢体部 内 10YR6/2灰黄褐 内磨耗のため不明

31 " ＂ 糾文 0604-1-10 廿い 外 !OYR513鈍い黄褐 砂粒多く含む 外縦方向の沈線文

鉢体部 内 10YR411梃i火 空母含む 内ナテ

32 }/ ｝｝ 縄紋 0604-1・11 廿い 外 5YRS16橙 白色砂粒、細砂 外内磨耗のため不明

底部 杓75YR411抱灰-75YRG/3鈍い糊 粒多く含む

33 /I lトレンチ 縄紋 0604・2-l 良好 外 75YR6'6橙 2mm大の小石、 外ナデ、 1条の沈線文

土坑 鉢口緑 内75YR412灰褐-75YR7/4鈍い燈 砂粒多く含む 内ナデ

34 II II 縄 0004・2-2 良好 外 lOYl迅14洩鼓橙-10YR4/l褐灰 2~3 mm大の小石、 外ナデ、 1条の沈線文

鉢口緑 P-1 10YR7/6明黄褐 微砂拉多く含む 内ナデ

35 II II 縄紋 0604・2・3 良好 外 JOY!迅8改凶橙 2~3 •• 人の4屯、 外口縁姫部縄紋と 2条の沈線文

鉢口緑 内 10YR8/3洩故橙 微砂粒多く含む 内磨耗のため不明

36 ＂ ＂ 縄紋 0604・2・5 廿い 外 10YR412J天黄抱 2~3血込O),)屯、 外縦方向の条痕

鉢口緑 内 JOY邸 1I「n褐 砂粒多量に含む 内口緑端部2条の沈線文

37 II 

＂ 縄紋 06042-7 甘い 外 10YR4/2I火貨掲 2-3皿汰の小石、 外縦方向の条痕

i架鉢 内 !OYR:汎刈掲 砂粒を多紘に含む 内口紹嘩瑯2条の沈線文

38 ＂ 
II 蝿紋 0604・2・6 甘い 外 10YR4/2I天凶褐 2~3m瓜大の,j-T,、 外磨耗のため不明

鉢叫緑 内 10YR311黒掲 砂粒を多量に合む 内日緑哨廓2条の沈線文

39 II 

＂ 響 0604・2-4 良好 外 10YR512灰黄褐-lOYR:汎黒褐 2 mm大の小石、微 外磨耗のため不明

鉢口縁 内 lOYR411梃仄-JOY比刃 県褐 砂粒を多く含む 内 ナデ

40 II 

＂ 縄紋 060,1・2・10 や屯い 外 75YR如灰褐-JOYR7/2鈍い凶橙 徴砂粒多く含む 外条痕文

鉢体部 内 10YR7/l灰白 内削り後ナデ

41 II II 縄蚊 0604・2・8 やぃ 外 75YR412灰褐-75YR2黒 雑彫粒多く含む 外沈線文

鉢体部 内75YR7/3鈍い橙-75YR312黒褐 内磨耗のため不明

42 ＂ 
II 縄紋 0604 2・9 やぶや廿い 外 75YR:梵2煎褐-75YR7/2明褐灰 2 o,m大の4屯．、細 外沈線文

鉢（本部 内 !OY駁サ 灰白 砂粒、多捐に含む 内磨耗のため不明

43 II 2トレンチ 繍文 0604・3-l 良好 外 75YR4/2 I火掲 2 mm)、の4巧、砂 外縄紋、沈線文

鉢口緑 内7.5YR3/l県褐 粒多く含む 内ナデ

44 II 3トレンチ 縄紋 0604・4-l 甘い 外 7.5YR714鈍い橙 2~3m砧oi,J面、 外内磨耗のため不明

鉢口緑 内 IOY.IW2I火白 微砂粒多く含む

45 II 

＂ 縄紋 0604-4-2 良好 外 75YR514鈍い褐 細砂粒、微砂粒 外内ナデ

鉢口緑 内5YR516明赤褐 多く含む

46 ＂ 
I/ 縄紋 0004-4-3 廿,, 外 75YR76/4鈍い橙 砂粒多く含む 外 2条の沈線

鉢口緑 内 10函 2灰黄掲-lOYR妬： 巣褐 内磨耗のため不明

47 ＂ 
II 縄紋 0604・4・4 良好 外 75YR5/4鈍い褐 2血大の小ィ1、細 外沈線文

鉢1J緑 内75YR5/4鈍い褐 彬粒多く含む 内ナデ

48 JI 

＂ 縄紋 0604・4・5 やぷ呻い 外 75YR413褐-5YR516Iリl赤褐 2皿l人の小石、細 外磨耗のため不明、沈線

鉢口縁 内5YR513鈍い赤喝-5YR413灰褐 砂杓多く含む 内条痕

49 II II 縄紋 0604-4・6 良好 外 IOYI迅3浅黄橙 2~3 mm火(l),j面、 外磨耗のため不明、刻み目

鉢口縁 内 JOY!郊3浅笈橙 微砂粒多く含む 内磨耗のため不明
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番号 迫 跡名 出土地点 種別 遺疇号 法 最(cml 焼成 色 調 胎 士 調 整

器種 ロ径 器高 底径

50 東南遺跡(24次） 3トレンチ 縄紋 0604-4-7 良好 外 10YR7/2鈍い汝橙 2-3皿改UJ;J屯、 外磨耗のため不明、刻み目文

鉢口緑 内 75YR7/4鈍い橙 微細l多く含む 内磨耗のため不明

51 II JI 縄紋 0604・4 8 甘い 外 10YR&'2灰(1-75YR7/4鈍い恰 2 mm大の小石 外内磨耗のため不明

鉢口縁 内 IOYW¥II灰白-IOYR5/l褐灰 砂粒多く含む

52 II II 縄紋 06044-10 甘い 外 10¥'R612灰必渇-10'1'R412灰黄褐 2 mm大の小七、細 外磨耗のため不明、刻み目文

鉢口緑 内 10YR512灰黄褐 砂粒、微砂粒含む 内磨耗のため不明

53 ｝｝ II 縄紋 0604・4・ll やぃ 外 2.5¥812灰白 2 mm大の小七、 外磨耗のため不明、沈線文

鉢口緑 内 2.5Y812灰白 砂粒多く含む 内磨耗のため不明

54 " ＂ 縄紋 0604-4・13 良好 外IOYR7f2鈍い凶橙~IOYRJY.l渇火 2~3皿汰u,,」'n、 外磨耗のため不明、渦巻沈線文

鉢口縁 内JOY畷灰拉褐~10¥'Rね鈍い氏粒 砂粒多く含む 内ナデ

55 ｝｝ II 縄紋 0604・4・]4 良好 外 10YR512灰負褐 砂粒多く含む 外縄紋、渦巻沈線文

鉢口緑 内 !OY印辺粗仄 内ナデ

56 II 

＂ 縄紋 0604・4・9 廿い 外 75YR7/4鈍い澄-75YRS'2灰白 2-3叩汰の小石、 外内磨耗のため不明

鉢口縁 内 JOYRS/2灰杓 砂粒多く含む

57 II II 縄紋 0604・4・12 やし‘ 外 JOYR翌 1;/(白 2~hm大の小石、 外屈耗のため不明、同心日沈線文

鉢口縁 内 2.5Y611焚l火 砂拉多く含む 肉磨耗のため小明

58 II II 縄紋 0604・4・15 4.3 良好 外 5'¥'R716橙 2 mm大の小石、 外磨耗のため不明、底部ナテ

底部 内 75YR和 灰褐 砂粒多く含む 内磨耗のため不明
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平成 17年度

遺ら り が
峯 麗鰭尋遺疇（第 10次調査）跡

屑
り が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太↑い子しち町ょうし、饒かるがあ字ざ斑いか鳩るがで寺ら在

コー ド 」ヒ 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°50'02" 134°34'3911 2005・5・30 20 雨水設備整備

450010 450010 ~6・11 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

斑鳩寺遺跡 寺院跡 弥生時代 石列状 士師器・瓦

～近世

直
り が な名 樋?i涵詠跡

所ふ り在 が な地 揖いぼ保ぐ郡んた太い子しち町ょう馬ば場ば字あざi通いのノか上み
コー ド 北 緯 東 経 調 査 期間 調査面積（可） 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°50'17" 134°34'29" 2005・6・20 58.8 宅地造成

450010 450006 ~6・22 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

樋ノ上遺跡 集落跡 弥生時代 弥生式土器

～中世

遺ふ り が な名 崩宕‘苗遣峰跡

所ふ り在 が な地 揖いぼ保ぐ郡ん太たい子しち町ょうい鮪かるがあ字ざ外そと前まえ田だ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rd) 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'53" 134°34'54" 2005・6・27 76.2 店舗建設

450010 450016 ~6・30 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遁 物 特 記 事 項

鮪石田遺跡 集落跡 古墳時代 須悪器・近世陶磁器

～中世
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坦、ぷ‘
り が
峯 た竹けひ広，，あ字ざ前tぇ.田t' 跡

所
り が な地 揖いば保ぐ郡ん太たい子しち町ょう竹たけひ広ろ字あざ前まえ田だ
在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 造跡番号 34°48'59" 134°34'51" 2006・1・24 132 区画整理

450010 ~2・3 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

弥生式士器

平成 18年度

遺ふ り が
峯 伝籠遥跡跡

所
り が
麗 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町とう松まつ尾おあ字ざだ大いし門ん在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 造跡番号 34°49'3911 134°35'611 2006・7・26 84 個人住宅

450010 450021 ~7・31 

所収遣跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

松尾遺跡 集落跡 中世 溝 上師器・須恵器

遣
り が な名 韮薦遣疇（第 23次調査）跡

所
り が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう饒あ字ざ構が主xノの内うち
在

コ ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°49'54" 134°35'12" 2006・8・1 132 宅地造成

450010 450081 ~8・9 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

東南遺跡 集落跡 縄紋時代 縄紋式上器

～中世

追、ぷ‘
り が な名 い糸と井いあ,i..子ゞむ村らノのき北た跡

所Iヽ り が な地 揖し、ぽ保ぐ郡んた太しヽ子しち町ょう糸し、レ井し、あ字ざむ村らノのき北た
在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°49'3711 134°36'0511 2006・8・8 84 宅地造成

450010 ~8・11 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
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遺ふ り が
忍 策燥冨自遥跡跡

所ふ り が な地 揖し、ば保ぐ郡んた太しヽ子しち町ょう東とう保ぼあ字ざ高r・ か田だ在

コー ド 北 緯 東 経 調森期間 調査面積(nf) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°49'17" 134°34'41" 2006・8・28 53 宅地造成

450010 450079 ~9・1 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

東保高田遺跡 集落跡 弥生時代

～中世

追、ぷ‘ り が な名
翌詞薗遥砿（第4次調査）跡

所ふ ＇) が
征 揖いば保ぐ郡んた太い子しち町ょうた立つお岡かあ字ヤや山まの崎さき在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（噴） 調 査 原 因

市町村 追跡番号 34°49'24" 134°34'39" 2006・9・21 32 宅地造成

450010 ・450205 ~9・26 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

立岡南遺跡 集落跡 弥生時代 士師器・須恵器

～中世

遺ふ り が な名 東とうな南ん遺し',,跡.~ （第 24次調査）跡

所っ り在 が 麗 揖いぽ保ぐ郡I太t-い子しち町ょうい鯖かるが字あざ構がまえノの内うち

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rd) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°49'56" 134°35'27" 2006・10・17 118 宅地造成

450010 450081 ~10・26 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

東南遣跡 集落跡 縄紋時代 土坑 縄紋式土器

～中世

平成 19年度

坦迫ふ り が な名 闘蔦遺疇跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょう太おお田だ字あざお落ち久く保ぼ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°49'74" 134°35'5911 2007・5・7 40 宅地造成

450010 450092 ~5・9 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

川島遺跡 集落跡 弥生時代 弥生式土器・須恵器

～中世
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遺ふ り が
峯 城閲遣蘇跡

団
,, が な地 揖し、ぽ保ぐ郡ん太たし‘子しち町ょうい饒かるが子よ.."( 城しろや山ま前まえ在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(m') 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°50'2911 134°34'33" 2007・5・23 115.4 個人住宅建設

450010 450005 ~6・5 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

城山遣跡 集落跡 縄紋時代 土坑・ 溝・柱穴 弥生式上器・土師器

～中世 須恵器

追迫ふー
り が
箪 扉代遺疇跡

可
り が な地 祖属廊矢旱町詞代撃緒代苛在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°48'3711 134°34'20" 2007・7・4 64 診療所建設

450010 450218 ~7・6 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

沖代遺跡 集落跡 弥生時代

～中世

坦迫 ,, り が
峯 韮薗李詞凰跡

所
＇） が
面 揖し、ぽ保ぐ郡ん太たしヽ子しち町ょう東とうな南ん字あざ田ヤ屋や在

コー ド 北 緯 東 経 調鉦期間 調査面積(rd) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°49'4611 134°35'l" 2007・9・13 17.6 宅地開発

450010 ~9・18 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

選‘
り が
峯 呈｝遥属跡

可
') が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょう王わう子しあ字ざ前まえ田だ在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°501 4311 134°351 3311 2007・11・19 23 個人住宅建設

450010 450061 ~11・21 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遣 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

王子遺跡 集落跡 中世
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謳
り が
箪 耐が阻羞如詠跡

所5
,, が
連 揖し、ぽ保ぐ郡んt太・しヽ子しち町ょうし鮪、かるが字あさあ秋き貞さだ在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(m') 調 査原 因

市町村 遣跡番号 34°501 111 134°34'3211 2007・11・26 75 店舗建設

450010 450013 ~11・29 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遣 物 特 記 事 項

斑鳩寺南遣 集落跡 弥生時代 弥生式上器・須恵器

跡 ～中世

趨、主ふ り が な名 樋，，いノのか上み遺し、や跡キ跡

所5 り が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう馬ば場ば字あざ樋といのノか上み在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°501 3211 134°34'1911 2008・1・9 121 宅地造成

450010 450006 ~1・15 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

樋ノ上遺跡 集落跡 弥生時代 弥生式士器・須恵器

～中世

追、ぷ‘ り が
忍 矢や田/-部逼蘇跡

所ふ り が な地 揖しヽぽ保ぐ郡んた太しヽ子しち町ょ＇）矢や田た部べあ字ざみ南がみ角かど在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°49'36" 134°35'05" 2008・1・21 41 宅地造成

450010 450083 ~l・25 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

矢田部遺跡 集落跡 弥生時代 土師器・須恵器

～中世
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